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活かした津山の活性化～
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70万冊が利用できる
「津山モデル」

美作大学
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図書館
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図書の貸出・返却がますます便利に！
　市立図書館の貸出券があれば、市立図書館
で借りた本の美作大学図書館や高専図書館で
の返却、予約した本の受け取りが可能です。
　美作大学図
書館・高専図
書館の本を市
立図書館で受
け取り、返却
することもで
きます。

どこで借りても、
どこで返してもOK!

　
津
山
モ
デ
ル
と
評
さ
れ
る
取
り
組
み
の
充
実
を

鵜
﨑
学
長　
図
書
資
料
の
相
互
貸
し
出
し
の
取
り
組
み

は
、
津
山
市
・
美
作
大
学
・
高
専
の
図
書
館
３
館
か
ら
始

ま
り
、
今
で
は
市
内
６
高
校
の
図
書
館
に
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
全
国
的
に
も
例
の
少
な
い
取
り
組
み
で
、
平
成
30

年
５
月
の
市
立
図
書
館
40
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「
津
山
モ
デ
ル
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
連
携
効
果
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
図
書
館
が
特
色
を
活い

か
し
た
図
書
資
料
の
分
担
収
集

を
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

連
携
が
進
む
と
、
横
断
的
な
検
索
サ
ー
ビ
ス
も
重
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
相
互
連
携
や
図
書
資
料
の
電
子

化
に
よ
る
共
有
も
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。

　
３
館
と
６
校
の
図
書
館
が
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
、
利

用
者
は
よ
り
多
く
の
図
書
資
料
を
簡
単
に
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
育
や
人
材
育
成

を
支
え
る
地
域
の
財
産
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
経
験
を
活い

か
し
た
連
携
強
化

谷
口
市
長　
地
域
社
会
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
材

育
成
が
必
要
で
す
。
人
材
育
成
に
は
、
必
要
な
情
報
を
提

供
し
、
情
報
を
得
る
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
、
そ
の
役
割
を
担
う
施
設
の
一
つ
が
図
書
館
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
立
図
書
館
で
は
、
幼
少
期
か
ら
読
書
習
慣
を
身
に
付

け
る
た
め
、
市
内
の
幼
稚
園
や
小
学
校
を
巡
回
す
る
「
自

動
車
文
庫
ぶ
っ
く
ま
る
」
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
読
書

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
、
日
々
変
化
し
て
い
て
、
個
別
の
取
り
組
み
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
３
館
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
専
門
的
な
知
識

や
経
験
を
活い

か
し
な
が
ら
、
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
で
、

よ
り
高
い
効
果
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
３
館
が
連
携
し
、
高
等
教
育
機
関
と
地
域
住
民
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
こ
と
で
、
教
育
・
学
術
・
文
化
の
発
展
、

さ
ら
に
は
津
山
市
の
魅
力
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
特
色
を
活い

か
し
た
図
書
資
料
の
収
集

磯
山
校
長　
３
館
は
一
般
開
放
し
て
い
て
、
誰
で
も
自
由

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
利
便
性
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

広
報
活
動
や
共
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
を
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
専
の
特
色
を
活い

か
し
た
理
工
系
分
野
の
図
書

資
料
の
重
点
的
な
収
集
や
職
員
の
相
互
連
携
な
ど
、
連
携

が
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
３
館
連
携
10
周
年
記
念
事
業
に
は
、
た
く
さ
ん
の
市
民

や
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
高
等
教
育
機
関
が
図
書
館

を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と
は
、
地

域
の
教
育
や
文
化
の
振
興
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
強
み
を
活い

か
し
て
相
乗
効
果
を

磯
山
校
長　
高
専
は
創
設
か
ら
50
年
以
上
が
経
ち
、
地
域

に
根
差
し
た
教
育
機
関
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
認
知
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
将
来
に
渡
り
、
日
本
の
モ

ノ
づ
く
り
を
支
え
る
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
、
高
専
と

い
う
教
育
機
関
が
担
う
役
割
は
重
要
で
、
こ
の
地
域
で
高

専
が
存
続
す
る
意
義
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
全
体
で
は
、
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
は
、

岡
山
市
や
倉
敷
市
な
ど
県
南
部
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
津
山
圏
域
に
住
み
、
理
工
系
に
興
味
が

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
は
、
自
宅
か
ら
通
学
可
能
な
場
所
に

高
専
が
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
、
希
望
す
る

高
等
教
育
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
面

や
地
域
活
性
化
の
面
か
ら
も
利
点
の
あ
る
存
在
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
美
作
大
学
と
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
単
位
互
換

を
始
め
、
教
育
面
や
研
究
面
で
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活い

か
し
た
相
乗
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
、
県
北
部
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
存
在
感
を
示

し
て
い
く
の
は
も
と
よ
り
、
県
全
域
で
高
等
教
育
機
関
同

士
の
連
携
・
協
力
体
制
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
長
期
的

な
視
点
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
包
括
連
携
協
定
締
結
10
周
年
を

契
機
に
高
専
が
地
域
と
と
も
に
飛

躍
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

み
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

地
域
の
人
材
育
成
に
取
り
組
む
大
学
の
雄
と
し
て

鵜
﨑
学
長　
国
は
、
結
び
付
き
の
強
い
地
域
の
行
政
や
産

業
界
と
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
人
材
育
成
の
将
来
像
を
描

く
よ
う
、
高
等
教
育
機
関
に
求
め
て
い
ま
す
。

　
美
作
大
学
は
、
地
域
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
育
て
ら

れ
、
地
域
と
共
に
歩
む
大
学
で
す
。
周
囲
の
公
立
大
学
が

美
作
大
学
と
同
一
の
学
科
の
設
置
を
進
め
る
中
、
公
立
大

学
の
方
が
授
業
料
が
安
い
な
ど
、
公
平
な
競
争
環
境
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
逆
境
に
負
け
ず
、
こ
の
地
域
に
大
学
を

残
す
こ
と
が
最
大
の
地
域
貢
献
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
力
は
、
他
の
公
立
大
学
に
負
け
な
い
実
績
が
あ
り
、

「
教
育
の
美
作
」
を
自
負
し
て
い
ま
す
。
圧
倒
的
な
教
育

力
を
基
礎
と
し
、
地
域
の
人
材
育
成
に
取
り
組
む
「
地
方

大
学
の
雄
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
と
な
る
こ
と
で
、
こ
の
地

に
大
学
を
残
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３
者
連

携
を
発
展
さ
せ
、
共
に
津
山
の
未

来
を
切
り
拓ひ

ら

い
て
い
く
た
め
、
地

域
に
存
在
す
る
高
等
教
育
機
関
と

し
て
使
命
を
果
た
す
決
意
で
す
。

高
等
教
育
機
関
は
拠
点
都
市
に
必
要
な
知
的
財
産

谷
口
市
長　
地
方
自
治
体
が
地
域
の
特
性
を
活い

か
し
て
人

を
育
て
る
こ
と
は
、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
大
き
な
仕
事

で
す
。
ま
た
、
教
育
は
地
域
を
活
性
化
し
て
成
長
さ
せ
て

い
く
た
め
の
基
礎
で
す
。
特
に
、
学
術
研
究
と
知
識
基
盤

を
支
え
る
高
等
教
育
機
関
の
存
在
は
、
拠
点
都
市
に
必
要

な
知
的
財
産
と
し
て
、
非
常
に
重
要
で
す
。

　
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
は
、
地
域
産
業
の
発
展

に
結
び
付
き
、
地
域
の
魅
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
高
等
教
育
機
関
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
若

者
の
地
域
外
へ
の
流
出
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
人

材
を
呼
び
込
む
た
め
に
も
、
高
等
教
育
機
関
と
協
力
を
し

な
が
ら
、
若
者
が
津
山
で
活
躍
で
き
る
場
を
作
っ
て
い
く

こ
と
が
、
津
山
市
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
包
括
連
携
協
定
締
結
か
ら
10
年
と
い
う
一
つ
の
大
き
な

節
目
を
迎
え
、
両
校
と
し
っ
か
り
連
携
し
、
明
る
い
未
来

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

３
つ
の
図
書
館
の
連
携
効
果
を

　
　
　
　
　
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に

高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る

　
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
主
な
取
り
組
み

平
成
20
年
度
⃝
包
括
連
携
協
定
締
結

⃝

図
書
館
の
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
締
結

⃝

３
図
書
館
と
市
内
高
校
の
相
互
協
力
に
関

　
す
る
協
定
締
結

⃝

授
業
の
単
位
互
換
協
定
締
結（
美･

高
）

⃝

図
書
の
３
館
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス
開
始

平
成
21
年
度
⃝
中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
イ

　
　
　
　
　
　
ベ
ン
ト（
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
商
店
街
）開
始

平
成
22
年
度
⃝
学
園
祭
で
の
古
本
市
開
始

平
成
23
年
度
⃝
科
学
教
育
連
携
事
業
開
始（
市･

高
）

平
成
24
年
度
⃝
市
立
図
書
館
利
用
に
関
す
る
新
入
生
向
け  

　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
始

平
成
25
年
度
⃝
学
生
参
加
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル（
書
評
イ

　
　
　
　
　
　
ベ
ン
ト
）開
催

平
成
26
年
度
⃝
留
学
生
相
互
の
交
流
開
始（
美･

高
）

平
成
27
年
度
⃝
じ･

ば･

子
の
お
う
ち
事
業
開
始
（
市･

美
）

平
成
28
年
度
⃝
つ
や
ま
子
ど
も
未
来
塾
連
携
講
座
開
始

　
　
　
　
　
⃝
つ
や
ま
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
設
置

　
　
　
　
　
　
（
市･

高
）

平
成
29
年
度
⃝
図
書
館
３
館
連
携
10
周
年
記
念
事
業

平
成
30
年
度
⃝
市
立
図
書
館
40
周
年
記
念
事
業
（
市･

美
）

　
市
＝
津
山
市
、
美
＝
美
作
大
学
、
高
＝
高
専

　
そ
の
他
は
３
者
が
実
施

高専（沼）

美作大学（北園町）

図書館の連携について語り合う3者


